
同じ運動能力を持っていても、どの行動を選択するかによっ

て発揮されるパフォーマンスは大きく変わる。多くのスポーツ

で、身体的には劣るベテラン選手が、体力に勝る若手に勝つ場

面は散見されるが、その背景には意思決定の巧みさが関与する

可能性がある。では、巧みな意思決定とはどのように定義され

るのだろうか？どのような能力を持っていれば巧みな意思決定

を行えるのだろうか？本セミナーでは、期待値最大化の観点か

ら運動意思決定の最適性を検証し、この観点では非合理と考え

られる認知バイアスの存在を明らかにしてきた我々の研究成果

を紹介し、今後の展開を議論したい。

人の運動意思決定は合理的なのか？

女川 亮司 先生

Ryoji Onagawa (Ph.D.)

東京大学大学院総合文化研究科
特任助教

担当：近田彰治（大阪大学大学院医学系研究科 運動制御学教室）
TEL: 06-6850-6036 E-mail: oubmc@hss.osaka-u.ac.jp

第16回 大阪大学All Round 運動制御学セミナー

日時 ：2024年10月17日（木）17:00-18:30
開催方式：ハイブリッド（対面＋オンライン配信）
会場 ：大阪大学豊中キャンパス

健康体育研究棟１階 セミナー室

参加者数の事前把握のため、QRコード、
又は下記のURLから事前登録へのご協力をお願いします。
https://forms.gle/YaRzQbX72D4VPLzD6

https://forms.gle/YaRzQbX72D4VPLzD6
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